
行事予定は追加･変更になることがありますので学内掲示等に注意して下さい。 

  
 
 
 
 
 
 
 

日本音楽学校 幼児教育科 学生向情報 

＜＜99～～1111月月のの行行事事予予定定＞＞  

１年生 

９／11(月)～15(金) 前期試験 

18(月)     敬老の日(休校) 

19(火)～25(月) 追再試期間 

  23(土)     秋分の日(休校) 

  27(水)     セメスター実習開始(保) 

10／１(日)     開校記念日 

  ２(月)     後期授業開始 

９(月)     体育の日(休校) 

13(金)     教養講座 

11／３(金)     文化の日(休校) 

  23(木)     勤労感謝の日(休校) 

２年生 

９／11(月)&19(火)～22(金) 前期試験 

18(月)     敬老の日(休校) 

  23(土)     秋分の日(休校) 

  25(月)～29(金) 追再試期間 

10／１(日)     開校記念日 

  ２(月)     後期授業開始 

  ９(月)     体育の日(休校) 

13(金)     教養講座 

11／３(金)     文化の日(休校) 

  23(木)     勤労感謝の日(休校) 

 

 

 

   「実習を終えて」            保幼２Ａ  北原 舞 
 

実習を終えて、まず感じることは頑張って

良かったということです。 

２月の実習の時に、日誌の書き方で、もっ

と保育者の意図を考えて書き分からない所は、

反省会などで質問するのではなくその場で聞

くよう指導を受けました。その時は、１日の

流れを思い出し日誌を書くのが精一杯だった

ので、保育者の意図や反省会で頂いたことば

でさえ日誌に記録することができませんでし

た。部分実習（半日実習）をさせて頂くにあ

たり、指導案を提出するよう言われ、作り始

めたのですが指導上の注意点を書くのにつま

ずいてしまいました。以前から保育者が何故、

日誌の書き方を指導してくださったのがその

時やっと分かりました。 

しかし、気付くのが遅れてしまい、部分実

習をさせて頂く前日まで直しを繰り返しまし

た。実際、指導するにあたり、子どもに教え

てもらったり、メモを見ながら行ってしまい、

反省会で悪い評価を受けてしまいました。保

育者からイメージトレーニングは大切だから

子どもの色々な活動を予想

し、それに合った援助ができ

るようにと、指導を受けてい

ました。しかし、充分な時間

が取れず納得のいく活動が

できませんでした。次の責任

実習では、計画だてて取り組もうと考えてい

ました。実習の前に、どんな活動をしようか・

私自身何に重点を置いて学ぼうか・私が指導

するにあたり、子どもに何を学んで欲しいか

納得するまで考えました。 

実習初日に指導案や事前準備したものを見

て頂き保育者の意見を取り入れさせて頂きイ

メージトレーニングをたくさんした結果、自

信を持って子どもの前に立つことができまし

た。事前準備を頑張った結果、良い評価 

をもらうことができました。 

１年生のみなさんも実習が始まる前に事前

準備を頑張ればその分有意義な実習を送るこ

とができますよ！そのためにはまず、学校生

活を有意義に過ごしてください。
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    美術セラピー･ワークショップ          保１ 富田 樹 
 

 
芸術セラピーの授業で過ご

した４日間はとても充実した

日々でした。 
 最初は自分と同じくらいの

大きさの紙に絵を描くという

ことは初めての経験だったので戸惑いと難し

さを感じましたが、段々と自由に自分らしく

描いていく事に、自分自身でもいろいろと感

じる事が出てきて、出来上がった絵について

話したり、人からの疑問を聞いたりした時は、

改めて自分自身を見つめなおす事ができまし

た。 
 これまで芸術セラピーと言うものは、自分

の作ったものに対してセラピストにいろいろ

分析をしてもらって治療されていくものだと

思っていましたが、今回の授業で身を通じて

自分で自分自身を見つめるものなんだと学ぶ

事ができました。 
 また、この授業の TAを務めたことで、スー

ザン先生とあまり言葉が通じないながらもた

くさん関わりあい、話ができた事もとても大

きな経験となりました。私と違う視点で色ん

なものを見ているということはとても勉強に

なったし、またプロとして芸術セラピーを行

っている姿はとても新鮮なものがありました。 
長いようであっという間に過ぎてしまったの

で、この授業に名残惜しさを感じてしまいま

したが、この４日間で学んだ事をこの先も生

かしていけるようにしっかり自分のなかに刻

み込ませておきたいと思います。

教養講座 『素晴らしい紙芝居の世界』を体験して 保幼１－３  結城 智司 
 
  
保育園や幼稚園

で子ども達が大好

きなもの。大好きな

ものはたくさんあ

ると思いますが、

「年齢など関係な

く皆がひとつになれるもの」と考えた時、私

は真っ先に絵本や紙芝居を思い浮かべます。

子ども達にとっても保育者にとっても、身近

で親しみのある紙芝居の世界を、童心社の社

長でもある酒井先生からお聞きすることがで

きました。 

紙芝居には「参加型」と「物語完結型」が

あるとのことです。酒井先生はこの二つの作

品例として「参加型」では、『おおきく おお

きく おおきくなぁれ』を、「物語完結型」で

は、『あひるの王様』と『食べられたやまんば』

を熱演してくださいました。 

 「参加型」の特徴は、聞き手に語りかける

ことですぐに紙芝居の世界に引き込むことが

でき、そして何よりも、読み手と聞き手との

コミュニケーションによって両者のつながり

が大きくなっていくことだそうです。一方「物

語完結型」は読み手の技術が要求されるのが

特徴とのことでした。紙芝居の世界のキャラ

クターの感情、場面によって強弱をつけるな

ど、いかに聞き手を引き付けるように演じら

れるかがポイントになるそうです。 
 普段何気なく読み親しんでいた紙芝居も、

酒井先生の実演と解説によってとても奥の深

いものなのだと考えさせられました。そして

気がつけば、私も先生の読む紙芝居の世界に

引き込まれていました。同じ紙芝居でも、読

み方によってはこれほど聞き手を引き付けら

れるものなのだと改

めて体験することが

できました。今回の

教養講座で体験でき

た「紙芝居の世界」

を、私も子ども達に

伝えられるようになりたいと思います。 

 

＜工事報告のお知らせ＞ ８号館の外壁及び階段塗装工事が完了致しました。 


